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２５３０．マニフェスト出力











	業務コード
	業務名

	ＭＦＰ
	マニフェスト出力




１．業務概要
入力された搭載便名、マニフェストページ番号より、該当するマニフェストを出力する。

２．入力者
航空会社

３．制限事項
便単位に１処理最大２０ページの出力を可能とする。

４．入力条件
（１）入力者チェック
システムに登録されている利用者であること。
（２）入力項目チェック
（Ａ）単項目チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（Ｂ）項目間関連チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（３）輸出便情報ＤＢチェック
入力された搭載便名に対応する輸出便情報が存在すること。
なお、搭載完了後でもマニフェストの出力は可能である。
（４）マニフェストＤＢチェック
入力されたマニフェストページ番号に対応するマニフェスト情報が存在すること。

５．処理内容
（１）入力チェック処理
前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。
合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。）
（２）マニフェストページ番号によるマニフェスト出力処理
搭載便名、マニフェストページ番号の入力によってマニフェストの出力範囲が決定される。マニフェストページ番号の入力方法は次のとおりである。
（Ａ）マニフェストページ番号：スペース入力
搭載便単位に、すべてのマニフェストを出力する。
――　入力例　――
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図１　マニフェストページ番号：スペース入力
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（Ｂ）マニフェストページ番号：３桁入力のみ
入力されたマニフェストページ番号だけの、マニフェストを出力する。
――　入力例　――
マニフェストページ番号が００１のマニフェストを出力する。
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図２　マニフェストページ番号：３桁入力のみ

（Ｃ）マニフェストページ番号：マニフェストページ番号の後に「－」（ハイフン）を入力。
入力されたマニフェストページ番号以降の番号の、すべてのマニフェストを出力する。
――　入力例　――
マニフェストページ番号が００２以降の番号のマニフェストを出力する。
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図３　マニフェストページ番号：マニフェストページ番号の後に「－」（ハイフン）を入力

（Ｄ）マニフェストページ番号：マニフェストページ番号の前に「－」（ハイフン）を入力。
入力されたマニフェストページ番号以下の、すべてのマニフェストを出力する。
――　入力例　――
マニフェストページ番号が００２以下のマニフェストを出力する。
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図４　マニフェストページ番号：マニフェストページ番号の前に「－」（ハイフン）を入力



（Ｅ）マニフェストページ番号：２つのマニフェストページ番号の間に「－」（ハイフン）を入力。
左辺のマニフェストページ番号から右辺のマニフェストページ番号までのマニフェストを出力する。
――　入力例　――
マニフェストページ番号が００１～００３のマニフェストを出力する。
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図５　マニフェストページ番号：２つのマニフェストページ番号の間に「－」（ハイフン）を入力

（３）出力情報出力処理
後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。
（４）注意喚起メッセージ出力処理
抽出条件に対する対象データが残存する場合は、その旨を注意喚起メッセージとして出力する。

６．出力情報
	情報名
	出力条件
	出力先

	処理結果通知
	なし
	入力者

	ＵＬＤ単位マニフェスト情報
	便単位マニフェスト仕様が「Ｕ」（ＵＬＤ単位マニフェスト）の場合
	入力者

	取卸地単位マニフェスト情報
	便単位マニフェスト仕様が「Ａ」（取卸地単位マニフェスト）の場合
	入力者

	ＧＥＮＥＲＡＬマニフェスト情報
	便単位マニフェスト仕様が「Ｇ」（ＧＥＮＥＲＡＬマニフェスト）の場合
	入力者

	トランジットマニフェスト情報
	便単位マニフェスト仕様が「Ｔ」（トランジットマニフェスト）の場合
	入力者

	取卸地・仕向地同一マニフェスト情報
	便単位マニフェスト仕様が「Ｅ」（取卸地・仕向
地同一マニフェスト）の場合
	入力者

	ＴＡＣＭ情報
	取卸地マニフェスト仕様がＴＡＣＭ指定で、かつ搭載便の取卸地と貨物の仕向地が異なる場合
	入力者

	ＮＩＬマニフェスト情報
	出力対象となるＡＷＢが１件も存在しなかった場合
	入力者
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